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みんなでつくる情報板

わかやまイベントボード
●和田勇シンポジウム～東京に
オリンピックを呼んだ男～
　アメリカで移民二世として、
渡米した日本選手の支援に尽
力。その後 1964 年東京五輪の
招致に関わった、和田勇につい
て取り上げます。
日程　7月 15 日（土）
　　　13:30 ～ 15:30
場所　御坊市民文化会館小ホー
ル
内容　講演「祖国を思う心～和
田勇さんのオリンピック秘話」
（講師：白駒妃登美さん）など
参加費　無料
定員　250 名
問い合わせ　御坊市役所総務部
企画課（0738-23-5518）

●アロマキャンドル講座
　ガラス細工を埋め込んでジェ
ルタイプのアロマキャンドルを
作ります。
日時　7月 19 日（木）14:00 ～
場所　和歌山ビッ グ愛 9 階会
議室 C
参加費　2,000 円（材料費等・
事前申込み必要）
申し込み・問い合わせ　チェ
リーの会・いきいき和歌山がん
サポート（留守電の場合は折り
返し電話があります 090-9050-
0858・濱さん）

●映像と落語による地域づくり
講座
　商店街映画祭グランプリ受賞
作品「替り目」の上映、映像と
落語の関係について考えます。
日程　7月 21 日（金）
　　　19:00 ～ 20:30
場所　和歌山ビッグ愛 9 階会議
室 A
講師　木川剛志さん（和歌山大
学観光学部准教授）
参加費　無料（申し込み必要）
問い合わせ・申込み　わかやま
楽落会（メール nope930@gma
il.com、電話 090-2100-8263）
備考　以降も毎月 1 回、11 月
までの連続講座。

●夏休み楽しく学ぶ消費者教室
　省エネの学習のほか、LED を
使った行燈つくりを体験しま
す。
日程　7月 26 日（木）
　　　10:00 ～ 12:00
場所　和歌山ビッグ愛 8 階・和
歌山県消費生活センター研修室
参加費　1000 円（材料費）
対象　小学校高学年
定員　30 名（申し込み必要）
締め切り　7月 19 日
問い合わせ・申込み　和歌山県
消費生活センター（073-433-15
51）

和歌山を創る新聞

かつくわ隔週金曜掲載
　　　 特定非営利活動法人
　　　 わかやまNPOセンター
〒640-8331 和歌山市美園町 5-6-12
TEL 073-424-2223　FAX 073-423-8355
E-mail info@wnc.jp  URL http://www.wnc.jp/
編集　志場 久起

院
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ら
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族
会
の
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在
を
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。

　

当
時
は
「
高
次
脳
機
能
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害
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す
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ん
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損
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。
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と
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情
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友
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。

　

内
藤
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ん
自
身
も
、
突

然
ご
家
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が
こ
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う
こ
と
に
な
り
、
ど
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よ
う
に
し
て
対
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し
て

ゆ
け
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い
い
の
か
わ
か
ら

ず
途
方
に
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い
い

ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
病

ご存じですか？高次脳機能障害 ～和歌山脳外傷友の会家族会和らぎ～
やわ

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
助
け

合
い
な
が
ら
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け
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た
。
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を
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う
た
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２
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一
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を
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っ
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催
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。

　

今
年
か
ら

の
取
り
組
み

と
し
て
、
田

辺
市
で
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め

て
「
紀
南
に

も
高
次
脳
機

能
障
害
の
相

談
支
援
団
体

を
た
ち
あ
げ

よ
う
」
と
題

　「高次脳機能障害」はいつ、どこで、誰がなってもおかしくない障がいといわれています。スポーツ事故や交通事故等の脳外傷、脳梗塞や脳出血といっ
た脳卒中、脳梗塞や脳腫瘍、水難事故や心臓発作による低酸素脳症等、日常生活の中で突如当事者になってしまう可能性があり、全国の患者数は約 50
万人（※）ともいわれています。和歌山県で高次脳機能障害のみなさんを支援されている「和歌山脳外傷友の会家族会和らぎ」代表の内藤友香子さん
にうかがいました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （※）国立障害者リハビリテーションセンターウェブサイトより

し
た
講
演
会
を
開
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し
ま

し
た
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ま
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状
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い
ま
す
。
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う
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ら
高
齢
者
ま

で
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で
す
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と
く
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の
当
事
者
の
方
、
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の
方
の
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て

も
少
な
い
の
が
現
状
で

す
。

　

例
え
ば
、
若
い
子
ど
も

の
い
る
家
族
の
主
人
が
あ

る
日
突
然
、
高
次
脳
機
能

障
害
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

ら
治
療
を
ど
う
す
る
の

か
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
を

ど
う
す
る
の
か
、
子
育
て

を
ど
う
す
る
の
か
、
な
ど

様
々
な
課
題
を
背
負
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。「
だ
か

ら
こ
そ
、
情
報
を
交
換
す

る
場
が
必
要
」
と
内
藤
さ

ん
。

　

立
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げ
か
ら
10
年
、
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も
少
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ず
つ
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え
て

い
る
と
の
こ
と
。
い
つ
か

県
内
各
地
に
支
援
団
体

や
、
リ
ハ
ビ
リ
や
相
談
が

で
き
る
場
所
が
で
き
る
よ

う
、
様
々
な
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

ご
家
族
や
当
事
者
で
運

営
し
て
い
る
組
織
の
た

め
、
ゆ
っ
く
り
と
で
は
あ

り
ま
す
が
、「
高
次
脳
機

能
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害
」
と
い
う
障
が
い

が
当
た
り
前
に
社
会
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
、

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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とはわかつく
和歌山県内で NPO（民間非営利組織）の支援を
おこなっている「わかやま NPO センター」の
責任編集で、市民のみなさんによる公益的な活
動や、これからのまちづくりに必要と思われる
様々な情報を隔週連載でご紹介する紙面です。
2013 年 4 月以降のバックナンバーはわかやま
NPOセンターウェブサイトで公開中。

【目標 10　各国内及び各

国間の不平等を是正す

る】

　目標 10 に掲げている

のは、国内・国外の「不

平等の是正」についてで

す。

　2030 年までの目標として、①各国の下位４割の

低所得者の所得成長率を国内平均以上の水準に引

き上げ、それを持続させる、②年齢や性別、人種、

宗教などあらゆる地位にかかわらず、すべての国

民の能力強化を促進する、③差別的法律や政策、慣

行の撤廃などを通して機会均等を確保する、④税

制・賃金・社会保障等の政策により平等の拡大を

達成する、⑤世界の金融市場・金融機関に対する規

制を強化する、⑥地球規模の経済・金融制度の意思

決定に開発途上国の参加を促進し、より効果的で

S D
G を知ろう　⑫

国連・持続可能な開発目標
s

説明責任のある制度づくりを実現する、⑦管理され

た移民政策による秩序ある移住を促進する、とし

ています。

　そのための政策として、⑧世界貿易機関（WTO）

協定に従った開発途上国に対する待遇を実施する、

⑨開発途上国等への政府開発援助（ODA）などの

資金の流入を促進する、⑩移住労働者による送金コ

ストを 3% 未満に引き下げる、の 3 点を挙げてい

ます。

◆　　　◆　　　◆

　SDGs では「誰一人取り残さない」ことが宣言の

なかに盛り込まれています。すべての国、すべて

の人々、すべての社会のあらゆる部分で、SDGs に

掲げられている目標が達成されることが望まれて

おり、なかでも「最も遅れているところに第一に

手を伸ばす努力をおこなう」としています。

　人権擁護や平等かつ差別のない社会が普通であ

る世界を目指しており、人々の成長を阻害する要

因を取り払うことと、脆弱な立場にいる人々のニー

ズが満たされ、社会的包摂ができる環境づくりを

目指すことが力強く述べられています。

◆　　　◆　　　◆

　この目標のなかには「金融」「移民」も挙げられ

ています。発展途上国における経済や社会の発展

を阻む「一方的な」経済・財政・貿易措置の運用

を強く慎むことが必要としています。

　また、移民については、移民を送り出した国と

受け入れた国、その経由地となる国の発展に関連

することから、難民や避難民であるかどうかに関

わらず、人権を尊重し、秩序だった「正規の移住」

のための協力を行うことも挙げられています。

　島国という地理的条件も影響して、難民・移民

の受け入れに消極的という見方もされている日本

ですが、今後労働力人口の減少が見込まれるなか、

外国人労働者の受け入れ拡大の議論があちこちで

出始めています。ただ、受け入れる際には、「安い

労働力」としてだけではなく、正当な手続きと待

遇をもって受け入れる前提での国民的議論が必要

になるでしょう。

　また、難民・移民受け入れの考え方にも温度差

があります。人道的な観点だけではない議論が必

要になるものと思われます。

【今後の予定】
　高次脳機能障害講習会・リハビリテーション講習会
　日　時：9月 17 日（日）13:30 ～
　場　所：勤労福祉会館プラザホープ（和歌山市）
和歌山脳外傷友の会家族会和らぎ
　和歌山市中之島 1809　ワークショップフラット内
　TEL・FAX　073-423-5838
　ブログ　https://blogs.yahoo.co.jp/koujinouyawaragi2007

高次脳機能障害でみられる主な症状の例
（参考：国立障害者リハビリテーションセンター）

　ケガや病気により脳に損傷を受けた際にみられる
以下のような症状が「高次脳機能障害」の一部です。
● 記憶障害
　・物の置き場所を忘れる。
　・新しいできごとを覚えられない。
　・同じことを繰り返し質問する。
●注意障害
　・ぼんやりしていて、ミスが多い。
　・ふたつのことを同時に行うと混乱する。
　・作業を長く続けられない。
●遂行機能障害
　・自分で計画を立ててものごとを実行することが
できない。
　・人に指示してもらわないと何もできない。
　・約束の時間に間に合わない。
●社会的行動障害
　・興奮する、暴力を振るう。
　・思い通りにならないと、大声を出す。
　・自己中心的になる。

このほかの情報もたくさん掲載！
「わかやまイベントボード」 

URL http://eventboard.shiminjuku.jp/

6 月 24 日に田辺市で初めて開催した講演会には約 90 名もの参加者が6月 24 日に田辺市で初めて開催した講演会には約 90 名もの参加者が


